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新
　
関
　
公
　
子

〈
は
じ
め
に
〉

　

謎
の
浮
世
絵
師
写
楽
が
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
五
月
に
突
然
現
れ
、

一
四
〇
余
点
の
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
一
〇
ヶ
月
後
に
忽
然
と
消
え
た
。

近
年
、
写
楽
が
誰
か
議
論
百
出
し
た
が
、
議
論
を
し
た
の
は
す
べ
て
門
外

漢
で
あ
り
、
専
門
学
者
は
参
戦
し
て
い
な
い
。
好
都
合
な
こ
と
に
は
二
〇

〇
七
年
に
、
国
文
学
者
中
野
三
敏
氏
が『
写
楽　

江
戸
人
と
し
て
の
実
像
』

（
中
公
新
書
）
を
出
版
、
写
楽
は
「
阿
波
候
お
抱
え
の
能
役
者
斉
藤
十
郎
兵

衛
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
た
。
氏
は
絵
を
一
切
問
題
に
せ
ず
、
稿
本
「
浮

世
絵
類
考
」、
そ
の
写
本
「
増
補
・
浮
世
絵
類
考
」
お
よ
び
稿
本
文
化
人
名

録
「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
を
主
資
料
と
し
て
、
文
献
分
析
の
み
に
よ

り
結
論
を
導
か
れ
た
。
斉
藤
十
郎
兵
衛
は
無
名
人
物
で
、
絵
を
描
い
た
証

拠
も
描
か
な
か
っ
た
証
拠
も
な
い
。
こ
の
検
証
不
能
論
は
美
術
史
界
に
歓

迎
さ
れ
、
以
来
専
門
家
は
中
野
説
を
支
持
し
、
写
楽
問
題
に
関
し
て
は
エ

ポ
ケ
ー
を
決
め
込
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
に
勤
務

先
の
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
で
『H

AN
G

A　

東
西
交
流
の
波
』
展
を
企

画
、
浮
世
絵
史
を
猛
勉
強
し
た
折
に
、
写
楽
は
歌
麿
と
直
感
し
て
い
た
。

歌
麿
と
写
楽
の
人
体
デ
ッ
サ
ン
能
力
が
時
代
の
群
を
抜
い
て
高
く
同
一
レ

ベ
ル
に
あ
る
と
気
付
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
退
職
後
一
〇
年
ほ
ど
こ

の
直
感
を
暖
め
、
二
〇
一
九
年
四
月
に
『
歌
麿
の
生
涯
―
写
楽
を
秘
め

て
―
』（
展
望
社
）
を
出
版
し
た
。
拙
著
は
反
骨
の
絵
師
歌
麿
の
全
体
像

の
記
述
を
主
目
的
と
し
、
写
楽
問
題
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
要
約

す
れ
ば
〈
写
楽
と
い
う
仮
名
出
版
は
、
幕
府
の
出
版
界
弾
圧
に
対
し
、
蔦

屋
と
歌
麿
が
応
じ
た
反
撃
企
画
で
あ
る
。
同
時
代
唯
一
の
浮
世
絵
研
究
書

と
さ
れ
る
稿
本
「
浮
世
絵
類
考
」
は
、
幕
府
の
追
及
で
危
険
に
瀕
し
た
蔦

屋
と
歌
麿
を
護
る
た
め
、
親
友
大
田
南
畝
が
、
歌
麿
と
写
楽
を
別
人
と
し
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て
記
述
し
た
、
一
部
分
意
図
的
虚
偽
記
載
の
あ
る
学
術
書
で
あ
る
。
約
半

世
紀
後
の
斎
藤
月
岑
の
写
本
「
増
補
・
浮
世
絵
類
考
」
も
ま
た
、
写
楽
を

再
販
し
続
け
る
蔦
屋
擁
護
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
た
虚
偽
記
載
を
含
む
〉
と

な
る
。
本
稿
で
は
写
楽
問
題
に
的
を
し
ぼ
り
、
再
論
し
た
い
。

〈
写
楽
出
現
の
動
機
―
幕
府
の
出
版
界
弾
圧
〉

　

浮
世
絵
は
誕
生
時
か
ら
遊
郭
、
歌
舞
伎
を
主
題
と
す
る
風
俗
出
版
物
。

し
か
も
浮
世
絵
と
い
う
が
実
は
版
画
で
、
不
特
定
多
数
に
販
売
さ
れ
る
か

ら
社
会
的
影
響
力
が
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
常
に
幕
府
の
監
視
下
に
置
か
れ

た
。
全
人
口
の
七
％
位
の
武
士
階
級
が
立
法
行
政
司
法
の
三
権
を
独
占
し
、

国
全
体
を
統
治
し
て
い
た
江
戸
時
代
で
あ
る
。
風
俗
文
化
の
歴
史
的
展
開

と
幕
府
の
管
理
の
歴
史
を
ま
ず
年
表
で
み
て
お
こ
う
。

慶
長
八
（1603

） 

家
康
、
江
戸
幕
府
を
開
く
。
京
で
出
雲
の
阿
国
歌
舞
伎
の
隆

盛
は
じ
ま
る

元
和
三
（1617

） 

市
内
に
散
在
し
て
い
た
遊
女
屋
を
日
本
橋
葺
屋
町
に
集
め
、

江
戸
で
官
許
唯
一
の
遊
郭
吉
原
と
す
る

寛
永
六
（1629

） 

女
歌
舞
伎
禁
止
令
が
出
る
。
交
代
し
て
若
衆
歌
舞
伎
が
隆
盛

承
応
元
（1652

） 

若
衆
歌
舞
伎
禁
令
が
で
る

承
応
二
（1653

） 

成
年
男
子
の
歌
舞
伎
（
野
郎
歌
舞
伎
）
公
演
が
認
め
ら
れ
る

明
暦
三
（1657

） 

正
月
、
明
暦
の
大
火
。
日
本
橋
吉
原
も
焼
失
し
た
が
、
浅
草

日
本
堤
の
地
に
移
転
計
画
を
推
進
中
だ
っ
た
吉
原
は
、
迅
速

に
再
建
、
八
月
か
ら
営
業
に
は
い
っ
た
。
元
吉
原
に
対
し
新

吉
原
と
い
う
（
浮
世
絵
が
扱
う
の
は
す
べ
て
新
吉
原
な
の
で
、

と
く
に
新
を
つ
け
な
い
場
合
が
多
い
）

延
宝
末
頃
（1680

頃
）　

菱
川
師
宣
《
低
唱
の
後
》
な
ど
「
枕
絵
一
二
枚
組
物
」
を

発
表
、
工
房
シ
ス
テ
ム
浮
世
絵
の
始
祖
と
み
な
さ
れ
る

元
禄
年
間
（1688-1704

）　

歌
舞
伎
隆
盛
し
、
江
戸
に
官
許
の
四
座
「
中
村
座
」

「
市
村
座
」「
森
田
座
」「
山
村
座
」
が
そ
ろ
う

元
禄
一
五
（1702

） 　

一
二
月
一
四
日
、
赤
穂
浪
士
、
吉
良
上
野
介
義
央
を
討
つ

元
禄
一
六
（1703

） 　

近
松
門
左
衛
門
、
四
月
に
起
き
た
実
際
の
心
中
事

件
に
基
づ
き
、
浄
瑠
璃
台
本
『
曽
根
崎
心
中
』
を
執
筆
、

同
年
五
月
、
大
坂
竹
本
座
で
初
演
、
以
後
近
松
は
二
〇

点
以
上
の
心
中
物
を
書
く
／
同
時
代
の
異
常
な
出
来
事
を

文
芸
化
し
た
り
演
劇
化
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
御
触
書
出
る

（
禁
令
は
赤
穂
事
件
の
演
劇
化
が
過
熱
し
た
た
め
）

正
徳
四
（1714

） 

一
月
一
二
日
、
大
奥
御
年
寄
江
島
が
山
村
座
で
歌
舞
伎
見
物

後
、
俳
優
の
生
島
と
茶
屋
で
宴
会
を
開
き
、
帰
城
が
遅
れ
た

こ
と
に
端
を
発
し
、
多
数
の
関
係
者
が
処
罰
さ
れ
た
「
江
島

生
島
事
件
」
起
き
、
山
村
座
は
廃
座
と
な
る
。
以
後
、
江
戸

歌
舞
伎
は
、
中
村
座
、
市
村
座
、
森
田
座
の
官
許
三
座
制
と

な
る

享
保
六
（1721

） 

一
一
月
、
異
説
本
、
好
色
本
、
先
祖
家
系
に
つ
い
て
の
本
、

家
康
と
徳
川
家
に
関
す
る
本
な
ど
の
出
版
禁
止
、
全
出
版
物

に
作
者
と
版
元
実
名
を
記
載
す
べ
き
な
ど
の
御
触
書
が
で
る
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〔『
江
戸
町
触
集
成
』
第
四
巻
一
三
一
頁
（
触
書
番
号5827

）〕

享
保
七
（1722
） 

四
月
、
竹
本
座
、
近
松
門
左
衛
門
の
最
後
の
世
話
物
『
心
中

宵
庚
申
』
を
上
演
／
六
月
、
心
中
も
の
を
記
事
に
し
た
出
版

物
を
刊
行
、
販
売
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
御
触
書
出
る

享
保
八
（1723

） 

二
月
、
心
中
し
た
も
の
は
葬
式
不
可
、
生
き
残
り
は
非
人
階

級
に
落
と
す
、
心
中
も
の
は
出
版
も
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
も
や

っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
御
触
書
出
る
〔『
江
戸
町
触
集

成
』
第
四
巻
一
四
五
頁
（
触
書
番
号5850

）〕

享
保
二
〇
（1735

） 　

森
田
座
が
経
営
難
で
休
座
に
追
い
込
ま
れ
、
河
原
崎
座

（
木
挽
町
）
が
興
行
を
代
行
（
控
櫓
制
度
の
は
じ
ま
り
）

寛
延
元
（1748

） 

八
月
、
人
形
浄
瑠
璃
竹
本
座
で
二
代
目
竹
田
出
雲
・
三
好
松

洛
・
並
木
千
柳
の
合
作
、「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
初
演
。
同

年
一
二
月
、
大
坂
、
嵐
座
で
歌
舞
伎
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」

初
演
。
江
戸
で
は
寛
延
二
年
一
月
、
人
形
浄
瑠
璃
は
肥
前
座

で
、
歌
舞
伎
は
二
月
に
森
田
座
で
初
演
さ
れ
、
以
後
京
、
大

阪
、
江
戸
の
全
座
で
く
り
か
え
し
上
演
さ
れ
る

明
和
二
（1765

） 

春
信
、
多
く
の
ひ
と
び
と
の
協
力
を
得
て
、
多
色
摺
木
版
錦

絵
を
完
成

安
永
元
（1772

） 

田
沼
意
次
が
老
中
首
座
と
な
り
、
階
級
横
断
的
文
化
交
流
を

奨
励
し
た
結
果
、
狂
歌
、
黄
表
紙
が
大
流
行

天
明
四
（1784

） 

市
村
座
（
葺
屋
町
）
が
経
営
破
綻
し
、
桐
座
が
控
櫓
と
し
て

興
行
代
行
を
許
さ
れ
る

天
明
六
（1786

） 

田
沼
意
次
失
脚

天
明
七
（1787

） 

六
月
一
九
日
、
白
河
藩
主
松
平
定
信
（30

歳
）
老
中
首
座
と

な
り
寛
政
の
改
革
を
始
め
る

天
明
八
（1788

） 

朋
誠
堂
喜
三
二
作
、
歌
麿
門
人
行
麿
画　

黄
表
紙

『「

文ぶ
ん
ぶ
に
ど
う
ま
ん
ご
く
ど
お
し

武
二
道
万
石
通
』（
版
元
蔦
屋
）に
絶
版
命
令
。
喜
三
二
は

秋
田
藩
高
位
の
武
士
だ
っ
た
が
、
以
後
断
筆
。
挿
絵
を
描
い

た
「
行
麿
」
は
歌
麿
の
偽
名
か
、
歌
麿
は
栃
木
に
一
時
逃
亡

寛
政
元
（1789

） 

恋
川
春
町
作
・
北
尾
政
美
画
『
鸚お

う
む
が
え
し
ぶ
ん
ぶ
の
ふ
た
み
ち

鵡
返
文
武
二
道
』（
版
元
蔦

屋
）
に
絶
版
命
令
。
春
町
は
幕
府
か
ら
呼
び
出
さ
れ
る
が
病

気
と
称
し
て
出
頭
せ
ず
、
七
月
に
死
亡
。
春
町
は
駿
河
小
島

藩
の
高
位
の
武
士
／
石
部
琴
好
作
、
北
尾
政
演
＝
山
東
京
伝

画
黄
表
紙
『
黒
白
水
鏡
』（
版
元
不
明
）
に
絶
版
命
令
、
町
人

の
作
者
は
江
戸
払
い
、
政
演
は
過
料
処
分

寛
政
二
（1790

） 

森
田
座
が
破
綻
休
座
。
河
原
崎
座
（
木
挽
町
）
が
控
櫓
と
し

て
興
行
代
行
を
許
さ
れ
る
／
五
月
「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
発

令
、
幕
府
の
学
問
所
で
あ
る
昌
平
黌
で
は
朱
子
学
の
み
を
教

授
／
五
月
、
書
物
草
紙
類
の
新
規
出
版
の
禁
止
、
あ
え
て
出

版
す
る
な
ら
奉
行
所
に
届
け
許
可
を
受
け
よ
、
一
枚
絵
も
同

様
、
贅
沢
、
好
色
、
歴
史
へ
の
異
説
禁
止
、
出
版
物
に
は
す

べ
て
、
版
元
と
作
者
の
実
名
を
記
載
す
べ
し
な
ど
の
御
触
書

〔
御
触
書
天
保
集
成
・
下
（
触
書
番
号6417

）〕

寛
政
三
（1791

） 

一
月
、
浮
世
絵
改
印
制
度
（
検
閲
）
が
始
ま
り
、
出
版
許
可

を
示
す
極
印
を
画
面
に
刷
り
込
む
よ
う
に
な
る

寛
政
三
（1791
）　

春
、
山
東
京
伝
作
画
『
仕し

か
け
ぶ
ん
こ

掛
文
庫
』『
錦に

し
きの

裏う
ら

』『
娼し

よ
う
ぎ
き
ぬ
ぶ
る
い

妓
絹
籭
』
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（
三
冊
と
も
遊
里
を
主
題
と
す
る
洒
落
本
）
三
冊
を
一
つ
の

袋
に
入
れ
、「
教
訓
読
本
」
と
表
題
を
つ
け
て
出
版
（
版
元　

蔦
屋
）。
禁
令
の
好
色
本
に
当
た
る
と
し
て
絶
版
命
令
、
作

者
山
東
京
伝
は
手
錠
五
〇
日
の
刑
に
、
版
元
の
蔦
屋
重
三
郎

は
身
上
半
減
闕
所
（
財
産
半
分
没
収
）
の
刑
に
処
さ
れ
る

寛
政
五
（1793
）　

一
枚
絵
に
遊
女
以
外
の
女
の
名
前
を
書
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ

る
（
遊
女
、
役
者
、
力
士
は
可
）
ま
た
一
枚
絵
の
小
売
値
は

十
六
文
か
ら
十
八
文
ま
で
に
制
限
さ
れ
た
〔『
江
戸
町
触
集

成
』
第
十
巻
八
六
頁
（
触
書
番
号10343

）〕
／
七
月
、
松
平

定
信
老
中
を
退
任
、
白
河
藩
政
に
専
念（
寛
政
の
改
革
終
了
）

／
十
月
、
二
五
日
、
江
戸
大
火
で
葺
屋
町
の
市
村
座
と
堺
町

の
中
村
座
焼
失
。
中
村
座
は
破
綻
休
座
。
都
座
（
堺
町
）
が

控
櫓
と
し
て
興
行
代
行
を
許
さ
れ
る
。
市
村
座
も
破
綻
休
座

（
二
度
目
）。
控
櫓
と
し
て
桐
座
（
葺
屋
町
）
が
五
年
間
興
行

代
行
を
許
さ
れ
る
。
結
果
、
江
戸
三
座
す
べ
て
が
控
櫓
興
行

と
な
る
（
寛
政
二
年
か
ら
森
田
座
の
か
わ
り
に
河
原
崎
座
が

控
櫓
と
し
て
興
行
中
）

以
上
が
写
楽
誕
生
前
夜
ま
で
の
幕
府
の
風
俗
文
化
対
策
概
要
で
あ
る
。

安
永
元
年
か
ら
天
明
六
年
ま
で
一
四
年
間
政
権
中
枢
に
い
た
田
沼
意
次
の

評
価
は
多
様
だ
が
、
少
な
く
と
も
文
化
面
で
の
功
績
は
大
き
い
。
田
沼
の

階
級
横
断
的
人
材
の
登
用
、
蘭
学
の
奨
励
、
平
賀
源
内
の
重
用
な
ど
は
、

天
明
期
の
自
由
な
風
を
吹
き
興
し
、
俳
諧
や
文
人
画
に
新
生
面
を
呼
び
、

狂
歌
、
黄
表
紙
と
い
う
新
文
学
を
誕
生
さ
せ
た
。
国
学
者
歌
人
内
山
賀
邸

の
門
下
生
小
島
源
之
助
（
唐
衣
橘
洲
）
と
大
田
覃
（
直
次
郎
、
南
畝
）
を
中

心
に
始
ま
っ
た
狂
歌
の
会
は
、
田
沼
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
急
激
な
流

行
期
を
迎
え
た
。
南
畝
と
橘
洲
は
武
士
だ
が
、
狂
歌
の
会
の
特
徴
は
身
分

男
女
を
問
わ
な
い
こ
と
で
、
参
加
に
は
宿
屋
飯
盛
と
か
酒
上
不
埒
と
か
智

恵
内
子
と
か
滑
稽
な
狂
名
を
名
乗
り
、
参
加
費
を
払
え
ば
よ
い（
注
１
）。
狂

歌
は
単
な
る
冗
談
和
歌
で
は
な
く
、
古
典
を
本
歌
と
し
て
そ
こ
に
諧
謔
や

風
刺
を
重
ね
る
知
的
な
遊
戯
な
の
で
、
会
に
は
当
代
一
流
の
知
識
人
や
富

裕
層
が
集
ま
っ
た
。
会
は
吉
原
で
開
か
れ
る
こ
と
も
多
く
、
吉
原
出
身
の

蔦
屋
重
三
郎
（
狂
名
蔦
唐
丸
）
と
歌
麿
（
狂
名
筆
綾
丸
）（
注
２
）

が
出
版
人
脈

を
形
成
す
る
の
に
こ
れ
ほ
ど
格
好
の
場
は
な
か
っ
た
。

会
の
成
果
は
美
し
い
挿
絵
入
狂
歌
絵
本
と
し
て
出
版
さ
れ
、
こ
の
種
の

贅
沢
な
出
版
が
浮
世
絵
版
画
技
術
を
進
歩
さ
せ
た
と
い
う
。
天
明
八
年

出
版
の
若
き
歌
麿
の
代
表
作
『
画
本
虫
撰
』
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
重
三

郎
は
『
吉
原
細
見
』（
注
３
）

の
独
占
出
版
で
出
版
界
に
地
歩
を
築
く
が
、
そ

こ
に
序
や
跋
を
寄
せ
た
の
は
、
四
方
赤
良
（
大
田
南
畝
）
朋
誠
堂
喜
三
二
、

山
東
京
伝
な
ど
、
み
な
狂
歌
人
脈
だ
っ
た
。

彼
ら
は
黄
表
紙
と
い
う
大
人
向
け
絵
本
の
よ
う
な
新
ジ
ャ
ン
ル
に
も
進

出
し
た
。
黄
表
紙
も
狂
歌
同
様
、
和
漢
の
古
典
文
学
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た

風
刺
を
身
上
と
し
、
恋
川
春
町
作
・
画
の
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
が
そ
の

嚆
矢
と
さ
れ
る
。
黄
表
紙
に
進
出
し
た
武
士
は
春
町
の
ほ
か
に
何
人
も
い

た
。
田
沼
は
武
士
の
戯
作
者
や
浮
世
絵
師
兼
業
を
問
題
視
し
な
か
っ
た
が
、

天
明
七
年
六
月
、
三
〇
歳
の
若
さ
で
老
中
首
座
に
つ
い
た
松
平
定
信
は
潔
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癖
で
、
こ
れ
を
武
士
道
の
堕
落
と
考
え
引
き
締
め
に
か
か
っ
た
。
ま
ず
、

天
明
八
年
に
朋
誠
堂
喜
三
二
作
歌
麿
門
人
行
麿
画
黄
表
紙
『
文
武
二
道
万

石
通
』（
版
元　

蔦
屋
）
に
、
翌
寛
政
元
年
に
恋
川
春
町
作
北
尾
政
美
画
黄

表
紙
『
鸚
鵡
返
文
武
二
道
』（
版
元
蔦
屋
）
に
、
絶
版
命
令
を
下
し
た
。
喜

三
二
は
秋
田
藩
の
江
戸
留
守
居
役
、
春
町
は
駿
河
小
島
藩
年
寄
役
と
、
二

人
と
も
有
力
藩
の
高
位
武
士
ゆ
え
処
罰
こ
そ
受
け
な
か
っ
た
が
、
喜
三
二

は
以
後
筆
を
折
り
、
春
町
は
呼
び
出
し
を
無
視
し
て
ま
も
な
く
四
六
歳

で
謎
の
死
を
と
げ
た
。
喜
三
二
と
組
ん
だ
絵
師
「
歌
麿
門
人
行
麿
」
と
は
、

画
風
か
ら
み
て
歌
麿
本
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
し
、
黄
表
紙
挿
絵
に
よ

く
見
か
け
る
「
歌
麿
門
人
千
代
女
」
も
歌
麿
の
偽
名
ら
し
い
。
町
人
の
歌

麿
は
危
険
を
予
測
し
、
一
時
期
栃
木
の
支
援
者
宅
に
身
を
隠
し
た
こ
と
さ

え
あ
っ
た
。
蔦
屋
か
ら
各
種
黄
表
紙
を
出
し
て
い
た
南
畝
も
危
な
か
っ
た

が
、
多
様
な
筆
名
使
用
で
助
か
っ
た
。
田
沼
政
治
を
揶
揄
し
た
石
部
琴
好

作
北
尾
政
演
（
山
東
京
伝
）
画
黄
表
紙
『
黒
白
水
鏡
』
は
絶
版
命
令
、
町
人

の
作
者
は
手
錠
刑
の
後
江
戸
払
い
、
京
伝
は
過
料
（
罰
金
）
に
処
さ
れ
た
。

寛
政
三
年
春
、
山
東
京
伝
作
画
『
仕
掛
文
庫
』『
錦
の
裏
』『
娼
妓
絹
籭
』
は

好
色
本
だ
と
し
て
、
京
伝
は
手
錠
五
〇
日
、
版
元
蔦
屋
は
身
上
半
減
闕
所

（
財
産
半
分
没
収
）
の
刑
に
処
さ
れ
た
。
三
冊
と
も
遊
里
主
題
の
洒
落
本

で
、
内
容
は
既
存
の
浄
瑠
璃
本
に
似
た
穏
健
な
も
の
で
好
色
本
に
は
程
遠

い
。
処
罰
の
狙
い
は
蔦
屋
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

度
重
な
る
絶
版
や
財
産
没
収
で
落
ち
込
ん
だ
蔦
屋
の
経
営
改
善
の
た
め
、

歌
麿
は
知
恵
を
絞
っ
て
美
人
の
町
娘
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
描
く
大
首
絵

を
考
案
し
た
。
寛
政
四
年
の
《
江
戸
高
名
美
人
》
連
作
で
あ
る
。
美
人
画

に
は
「
高
島
屋
お
ひ
さ
」
と
か
「
難
波
屋
お
き
た
」
な
ど
娘
の
実
名
と
店
の

名
が
あ
っ
た
。
こ
の
会
い
に
行
け
る
実
在
ア
イ
ド
ル
町
娘
企
画
は
大
当
た

り
で
、
蔦
屋
の
経
済
も
回
復
傾
向
の
矢
先
に
、
ま
た
も
や
お
触
れ
が
出

た
。「
一
枚
絵
に
遊
女
以
外
の
女
の
名
前
を
書
い
て
は
い
け
な
い
、
も
し

書
い
て
あ
る
な
ら
削
れ
」
と
い
う
。
名
入
町
娘
の
大
首
絵
は
蔦
屋
だ
け
の

商
品
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
お
触
れ
も
ま
た
蔦
屋
を
痛
め
つ
け
る
と
い
う
幕

府
の
意
図
が
露
骨
だ
っ
た
。
仕
方
な
く
歌
麿
と
蔦
屋
は
、《
歌
撰
恋
之
部
》

の
よ
う
な
個
人
名
の
な
い
連
作
や
《
扇
屋
内
花
扇
》
の
よ
う
に
遊
女
名
明

記
の
連
作
に
転
じ
た
も
の
の
、
売
上
は
実
在
の
町
娘
ほ
ど
に
は
い
か
な
い
。

幕
府
の
露
骨
な
蔦
屋
い
じ
め
に
、
ふ
た
り
は
怒
り
心
頭
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
。

〈
写
楽
を
登
場
さ
せ
、
武
士
階
級
を
揶
揄
す
る
と
い
う
思
い
つ
き
〉

と
こ
ろ
が
寛
政
五
年
七
月
に
珍
事
が
お
き
た
。
鋭
意
改
革
推
進
中
と
思

わ
れ
た
松
平
定
信
の
突
然
の
退
任
で
あ
る
。
引
退
後
の
定
信
の
恵
ま
れ
た

人
生
を
知
る
と
（
注
４
）

失
脚
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
に
よ
る
辞
任
か
と

も
思
え
る
が
、
当
時
の
人
々
に
は
失
脚
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
弾
圧
終
了

と
踏
ん
だ
蔦
屋
が
損
失
回
復
の
た
め
企
画
し
た
の
が
、
歌
麿
に
よ
る
役
者

絵
進
出
で
は
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
役
者
絵
第
一
人
者
の
勝
川
春
章
が
寛

政
四
年
に
死
亡
、
新
人
役
者
絵
師
の
登
場
が
待
望
さ
れ
る
状
況
も
あ
っ
た
。

じ
つ
は
蔦
屋
と
歌
麿
は
、
歌
舞
伎
浄
瑠
璃
界
と
長
年
親
密
な
関
係
に
あ

る
。
歌
麿
は
歌
舞
伎
絵
を
描
か
な
い
と
信
じ
て
い
る
ひ
と
は
、「
続
浮
世
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絵
類
考
（
无
名
翁
随
筆
）」
の
捏
造
論
説
（
筆
者
の
推
測
で
は
蔦
屋
に
依
頼

さ
れ
て
書
い
た
文
）
に
惑
わ
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
事
実
は
歌
麿
研

究
の
第
一
人
者
渋
井
清
氏
が
『
歌
麿
』（
ア
ソ
カ
書
房
一
九
五
二
年
）
で
指

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
歌
麿
の
絵
師
と
し
て
の
処
女
作
は
、
ま
だ
北
川
豊

章
と
名
乗
っ
て
い
た
時
代
の
浄
瑠
璃
富
本
流
正
本
の
表
紙
『
四
十
八
手
恋

の
所
訳
』（
図
１
）
で
あ
る
。
富
本
正
本
と
は
歌
舞
伎
台
本
で
も
あ
る
か

ら
、
浄
瑠
璃
太
夫
名
の
み
な
ら
ず
歌
舞
伎
座
名
、
出
演
役
者
名
、
演
技
姿

も
載
っ
て
い
る
。
蔦
屋
は
富
本
流
と
専
属
契
約
を
結
ん
だ
が
、
当
時
の
歌

舞
伎
伴
奏
音
楽
は
富
本
流
が
独
占
し
て
い
た
か
ら
、
蔦
屋
は
歌
舞
伎
三
座

す
べ
て
の
台
本
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
え
歌
麿
は
絵
本

番
付（
注
５
）

を
も
し
ば
し
ば
描
い
て
い
た
。
絵
本
番
付
は
話
の
筋
と
配
役

が
わ
か
る
絵
本
で
、
現
代
の
カ
タ
ロ
グ
に
相
当
し
、
関
係
者
と
打
合
せ
な

し
に
は
出
来
な
い
。
つ
ま
り
、
蔦
屋
も
歌
麿
も
歌
舞
伎
界
と
実
に
親
密
な

仲
で
、
江
戸
三
座
の
年
間
上
演
計
画
を
常
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
そ
の
仕
事
は
裏
方
だ
っ
た
。

そ
ん
な
蔦
屋
が
定
信
退
陣
後
の
政
治
方
針
が
定
ま
ら
な
い
寛
政
六
年
前

半
期
に
、
役
者
絵
の
表
舞
台
に
打
っ
て
出
よ
う
と
考
え
た
と
し
て
も
無
理

は
な
い
。
し
か
し
歌
舞
伎
は
危
険
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
歌
舞
伎
台
本
を

分
析
す
れ
ば
明
ら
か
な
こ
と
だ
が
、
主
要
な
時
代
物
の
内
容
は
現
徳
川
武

士
政
権
へ
の
反
感
に
満
ち
満
ち
て
い
る
。
最
高
の
人
気
演
目
「
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
」
は
、
主
君
の
仇
を
晴
ら
し
た
赤
穂
浪
士
を
讃
え
る
が
、
裏
返
せ

ば
そ
れ
は
浪
士
た
ち
を
反
逆
者
と
し
て
切
腹
さ
せ
た
徳
川
政
権
へ
の
批
判

で
も
あ
る
。「
義
経
千
本
桜
」
も
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
も
正
統
政
権
に
疎

ん
じ
ら
れ
排
斥
さ
れ
た
敗
者
を
讃
え
る
内
容
、
正
月
に
三
座
が
そ
ろ
っ
て

上
演
し
た
と
い
う
「
曽
我
物
」
に
至
っ
て
は
、
武
士
道
の
復
讐
の
連
鎖
の

残
酷
と
愚
劣
を
描
い
て
や
む
こ
と
が
な
い
。
派
手
な
江
戸
歌
舞
伎
の
衣
の

下
に
は
常
に
反
権
力
の
刃
が
隠
れ
て
い
た
。
寛
政
六
年
の
河
原
崎
座
と
桐

座
が
、
ひ
そ
か
に
禁
令
の
心
中
物
上
演
を
企
て
た
こ
と
も
、
歌
舞
伎
界
の

武
士
政
権
嘲
弄
の
表
れ
か（
注
６
）。
蔦
屋
と
歌
麿
は
、
こ
の
企
画
を
事
前
に

把
握
し
た
か
ら
こ
そ
寛
政
六
年
の
役
者
絵
進
出
を
決
意
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
実
名
で
は
危
険
な
の
で
、
仮
名
「
写
楽
斎
」
が
考
案
さ
れ

た
。
そ
の
心
意
気
は
禁
令
な
ど
「
し
ゃ
ら
く
せ
ー
」
と
い
う
狂
歌
の
乗
り

で
あ
る
。
実
際
の
出
版
で
は
「
東
洲
斎
写
楽
（
江
戸
の
住
人
写
楽
）」
と
曖

昧
化
さ
れ
た
が
、
最
初
期
の
「
浮
世
絵
類
考
」
や
「
諸
家
人
名
江
戸
方
角

図1 北川豊章（喜多川歌麿）画　富本正本
『四十八手恋の所訳』下巻表紙　安永
四年（一七七五）一一月　中村座上演　
版元　大黒屋平吉　菊池貞夫著『歌麿』
（保育社　一九七二）より複写
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分
」
に
は
「
写
楽
斎
」
と
あ
り
、
原
形
は
写
楽
斎
と
推
定
で
き
る
。

〈
写
楽
第
一
期
寛
政
六
年
五
月
の
大
首
絵
の
展
開
〉

仮
名
使
用
に
は
最
初
か
ら
困
難
が
あ
っ
た
。
寛
政
二
年
の
お
触
れ
中

に
「
書
物
ニ
よ
ら
ず
、
以
後
新
板
之
物
作
者
并
板
元
之
実
名
奥
書
ニ
致
可

申
旨
」〔『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
八
〇
九
頁
（
触
書
番
号6417

）〕
と
い
う

一
項
が
あ
り
、
一
枚
物
版
画
で
も
仮
名
使
用
は
犯
罪
に
問
わ
れ
る
危
険
性

が
あ
っ
た
。
か
と
い
っ
て
歌
麿
の
実
名
で
の
心
中
物
発
売
は
な
お
危
な
い
。

結
局
、
歌
麿
が
他
店
に
引
き
抜
か
れ
、
仕
方
な
く
新
人
写
楽
を
使
っ
て
蔦

屋
が
勝
負
に
出
た
と
い
う
体
裁
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
頃
、
歌
麿
は

蔦
屋
に
住
み
込
み
で
、
写
楽
の
一
方
で
歌
麿
も
並
行
出
版
す
る
と
い
う
離

れ
業
を
演
じ
て
い
た
。
こ
の
多
忙
と
価
格
制
限
を
乗
り
切
る
た
め
に
採
用

さ
れ
た
の
が
大
首
絵
だ
っ
た
の
で
は
、
と
筆
者
は
思
う
。
大
首
絵
に
は
ブ

ロ
マ
イ
ド
的
魅
力
が
あ
っ
て
現
代
人
好
み
で
あ
る
が
、
制
作
側
か
ら
す
れ

ば
全
身
像
よ
り
早
く
制
作
で
き
、
低
コ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
最
大
の
利
点

で
あ
る
。
寛
政
六
年
は
歌
舞
伎
座
経
営
の
交
代
が
あ
り
混
乱
を
極
め
た
。

初
日
か
ら
確
実
に
役
者
絵
を
売
り
出
す
た
め
、
窮
余
の
策
と
し
て
、
制
作

に
手
間
の
か
か
ら
な
い
大
首
絵
が
第
一
期
に
は
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
寛
政
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
歌
麿
の
大
首

絵
と
写
楽
第
一
期
の
そ
れ
は
、
非
常
に
似
た
作
が
多
い
。《
菊
本
お
半
》

（
図
２
）
と
《
伊
達
の
与
作
》（
図
３
）
の
も
の
い
う
手
つ
き
は
そ
っ
く
り

で
あ
る
。
歌
麿
の
《
夜
毎
ニ
逢
恋
》（
図
４
）
と
写
楽
の
《
江
戸
兵
衛
》（
図

５
）
の
袖
か
ら
抜
い
た
懷
手
を
襦
袢
の
脇
か
ら
突
き
出
す
描
写
は
、
長
い

浮
世
絵
史
中
、
こ
の
二
枚
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
懐
手
は
寒
い
か
ら

す
る
の
で
、
ふ
た
り
は
と
も
に
社
会
底
辺
の
存
在
。
最
下
層
の
遊
女
に
最

高
の
愛
を
注
ぐ
歌
麿
は
、
写
楽
と
し
て
も
端
役
や
悪
役
に
全
力
投
球
で
臨

む
。
そ
の
結
果
、
端
役
か
つ
悪
役
の
江
戸
兵
衛
は
写
楽
の
代
表
作
と
な
っ

た
。
様
式
面
か
ら
見
れ
ば
大
首
絵
は
歌
麿
と
蔦
屋
の
専
売
品
で
あ
り
、
技

術
面
か
ら
し
て
も
、
色
版
数
の
少
な
い
淋
し
さ
を
補
う
雲
母
の
せ
の
工
夫

は
歌
麿
の
新
技
法
で
他
の
絵
師
に
は
な
い
。
大
首
絵
と
雲
母
摺
こ
そ
は
歌

麿
＝
写
楽
の
第
一
の
証
拠
な
の
に
気
付
か
れ
な
い
の
は
、
写
楽
が
男
の
み

を
描
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

歌
麿
＝
写
楽
が
描
い
た
武
士
は
哀
れ
の
極
み
だ
っ
た
。
伊
達
の
与
作

（
図
３
）
は
主
君
の
金
を
奪
わ
れ
、
ご
法
度
の
不
義
密
通
も
露
見
し
て
追

放
さ
れ
る
軟
弱
侍
。「
御
手
討
ち
の
夫
婦
な
り
し
を
衣
更
」
と
い
う
蕪
村

の
句
が
思
い
出
さ
れ
る
。
図
５
の
江
戸
兵
衛
は
由
留
木
家
若
殿
が
用
意
し

た
遊
女
身
請
金
三
百
両
の
強
奪
を
企
て
る
悪
党
家
臣
に
雇
わ
れ
た
浪
人
。

窮
乏
し
て
刀
も
質
に
入
れ
た
の
か
、
手
刀
と
形
相
の
凄
み
だ
け
で
こ
と
に

臨
む
。
悪
役
を
得
意
と
す
る
鬼
次
（
後
の
中
村
仲
蔵
）
の
特
異
な
風
貌
と

演
技
力
が
、
見
事
に
下
層
武
士
の
哀
れ
を
も
表
す
。
都
座
の
「
花
菖
蒲
文

禄
曾
我
」
の
武
士
の
気
の
毒
も
ひ
ど
い
。
石
井
源
蔵
（
図
６
）
は
、
闇
討

さ
れ
た
父
の
仇
を
討
つ
た
め
、
新
婚
早
々
旅
に
出
て
夫
婦
と
も
ど
も
返
討

さ
れ
る
不
運
な
侍
、
桐
座
の
「
敵
討
乗
合
話
」
は
、
娘
を
廓
に
売
っ
た
貧

窮
浪
人
松
下
造
酒
之
進
が
浪
人
に
殺
さ
れ
、
遊
女
の
娘
が
仇
を
討
つ
と
い

う
哀
れ
な
物
語
で
、
三
座
の
演
目
に
一
人
と
し
て
立
派
な
武
士
は
い
な
い
。
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図3 写楽《河原崎座「恋女房染分手綱」に
おける二代目市川門之助の伊達の
与作》　寛政六年五月　版元　蔦屋　
ボストン美術館

図5 写楽《河原崎座「恋女房染分手綱」に
おける三代目大谷鬼次の江戸兵衛》
寛政六年五月　版元　蔦屋　大英
博物館蔵

図2 歌麿　《江戸高名美人　菊本お半》
寛政四―五年（一七九二―三）頃　
版元　河重　東京国立博物館蔵

図4 歌麿《歌撰恋之部　夜毎ニ逢恋》寛
政五―六年（一七九三―四）頃　版
元　蔦屋　ボストン美術館蔵
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〈
写
楽
第
二
期
寛
政
六
年
七
、八
月
の
全
身
像
の
展
開
〉

歌
麿
＝
写
楽
が
歌
舞
伎
絵
を
あ
く
ま
で
全
身
像
で
描
く
べ
き
と
考
え

て
い
た
こ
と
は
、
第
二
期
七
、
八
月
の
全
作
品
を
み
れ
ば
推
定
で
き
る
。

《
都
座
口
上
図
》（
図
７
）
に
は
そ
の
意
気
込
み
が
浦
右
衛
門
の
読
上
げ
る

巻
紙
に
「
自
是
二
番
目
新
板
似
顔
奉
入
御
覧
候
」
と
透
け
て
見
え
る
。
全

身
像
は
胸
像
よ
り
描
く
の
が
難
し
い
し
版
画
化
に
も
時
間
が
い
る
。
し
か

し
役
者
の
演
技
力
は
、「
見
得
」
を
切
る
と
こ
ろ
に
最
高
に
発
揮
さ
れ
る

の
だ
か
ら
、
全
身
を
描
か
な
け
れ
ば
真
の
役
者
絵
で
は
あ
り
え
な
い
。
第

一
期
は
多
忙
す
ぎ
て
大
首
絵
に
な
っ
た
が
、
今
度
こ
そ
は
全
身
像
で
真
の

役
者
絵
を
お
眼
に
か
け
る
、
と
い
う
自
信
が
浦
右
衛
門
口
上
図
と
な
っ
た
。

図8 歌麿《婦女人相十品　文読む女》寛
政四─五年頃　版元　蔦屋　ボスト
ン美術館蔵

図6 写楽《都座「花菖蒲文禄曾我」におけ
る二代目坂東三津五郎の石井源蔵》　
寛政六年五月　版元　蔦屋　　ボ
ストン美術館蔵

図7 写楽《篠塚浦右衛門の都座口上図》
寛政六年七月　版元　蔦屋　アメ
リカ議会図書館蔵
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し
か
し
こ
の
巻
紙
読
上
げ
図
は
、
図
４
や
《
文
読
む
女
》（
図
８
）
に
み
る

ご
と
く
歌
麿
の
偏
愛
ポ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
写
楽
の
正
体
が
露
見

し
か
ね
な
い
危
険
な
作
だ
っ
た
。

第
二
期
の
白
眉
は
心
中
も
の
。『
桂
川
月
思
出
』（
図
９
）
の
少
女
お
半

と
中
年
男
長
右
衛
門
の
心
中
、『
四
方
錦
故
郷
旅
路
（
冥
途
の
飛
脚
）』（
図

10
）
の
、
遊
女
梅
川
と
飛
脚
屋
忠
兵
衛
の
道
行
は
大
人
気
で
、
長
く
再
版

さ
れ
続
け
た
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、
驚
く
ほ
ど
異
版
が
多
い
こ

と
か
ら
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
こ
れ
ら
心
中
も
の
は
番
付
類
に
題
が
載
ら

ず
、
主
演
目
時
代
物
の
「
二
ば
ん
め
」
と
さ
れ
、
時
代
物
の
第
二
幕
目
で

あ
る
か
の
よ
う
に
偽
装
さ
れ
て
い
た
。
追
及
を
逃
れ
る
工
夫
で
あ
ろ
う
。

第
二
期
で
は
『
二
本
松
陸
奥
生
長
』
に
お
け
る
富
田
兵
太
郎
（
図
11
）
の

表
現
に
も
注
目
し
た
い
。
兵
太
郎
が
夜
帰
宅
途
中
に
偶
然
父
親
が
闇
討
さ

れ
る
現
場
に
遭
遇
し
、
あ
っ
と
驚
き
の
け
ぞ
る
瞬
間
で
あ
る
。
提
灯
の
明

り
が
ほ
の
か
に
兵
太
郎
の
顔
面
に
あ
た
り
、
驚
愕
で
青
ざ
め
た
そ
の
表
情

を
闇
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
提
灯
の
光
は
体
に
添
っ
て
拡
散
し
つ
つ
直

進
し
、
顔
面
中
央
部
を
照
ら
す
。
光
の
当
た
り
の
弱
い
下
顎
部
分
は
闇
に

沈
む
。
心
憎
い
表
現
だ
が
、
こ
れ
に
は
手
本
が
あ
る
。
平
賀
源
内
旧
蔵
本
、

ラ
イ
レ
ッ
セ
著
『G

root Schilderboek

（
大
絵
画
本
）』
第
一
部
二
六
五
頁

の
下
段
図
（
図
12
）
が
そ
れ
と
筆
者
は
考
え
る（
注
７
）。
歌
麿
は
狂
歌
の
会

図9 写楽《河原崎座「桂川月思出」に
おける三代目坂東彦三郎の帯
屋長右衛門と四代目岩井半四
郎のしなのやお半》寛政六年八
月　版元 蔦屋　メトロポリタ
ン美術館蔵

図10 写楽《桐座「神霊矢口渡」二番
目「四方錦故郷旅路」における
三代目市川高麗蔵の亀谷忠兵
衛と中山富三郎の新町のけい
せい梅川》寛政六年八月　版元　
蔦屋　大英博物館蔵

図11　写楽《河原崎座
「二本松陸奥生長」にお
ける初代市川男女蔵の
富田兵太郎》寛政六年八
月　版元 蔦屋　シカゴ
美術館蔵
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で
一
〇
代
の
頃
、
源
内
や
そ
の
愛
弟
子
森
島
中
良
と
出
会
っ
て
お
り
、
源

内
の
非
業
の
死
後
に
残
さ
れ
た
蘭
書
『G

root Schilderboek

』
を
中
良
と

と
も
に
研
究
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
中
良
は
そ
の
成
果
を
『
紅
毛
雑
話
』

の
第
四
巻
（
天
明
七
＝
一
七
八
七
年
刊
）
に
ま
と
め
た
。
歌
麿
は
こ
の
共

同
研
究
で
、
正
確
な
一
点
透
視
遠
近
法
、
八
頭
身
の
人
体
比
例
、
片
足
に

体
重
を
か
け
て
立
つ
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
由
来
の
コ
ン
ト
ラ
ポ
ス
ト
の
姿
勢
、

光
の
方
向
性
と
影
の
関
係
な
ど
、
西
洋
絵
画
ア
カ
デ
ミ
ス
ム
の
根
本
法
則

を
獲
得
し
た
。
こ
れ
に
文
献
的
証
拠
は
な
い
が
、
歌
麿
の
ル
ネ
サ
ン
ス

の
巨
匠
に
も
匹
敵
す
る
見
事
な
三
枚
続
き
の
大
作
シ
リ
ー
ズ
《
両
国
橋
下

の
網
船
》《
大
名
屋
敷
の
山
東
京
伝
》《
唐
美
人
宴
遊
の
図
》（
い
ず
れ
も
天

明
八
―
寛
政
二
年
頃
作
）
に
お
け
る
一
点
透
視
遠
近
法
の
大
空
間
表
現
は
、

そ
の
雄
弁
な
証
拠
で
あ
る
。
こ
の
本
は
の
ち
に
杉
田
玄
白
か
森
島
中
良
の

手
を
通
じ
松
平
定
信
に
渡
っ
た
ら
し
い
。
定
信
は
こ
の
本
を
西
洋
絵
画
に

関
心
の
深
い
石
川
大
浪
に
下
賜
し
、
大
浪
は
谷
文
晁
に
譲
り
、
文
晁
は
娘

聟
の
谷
文
一
に
与
え
、
文
一
死
後
に
長
男
の
二
世
文
一
が
相
続
し
、
丹
後

宮
津
藩
に
出
仕
し
て
同
地
（
現
京
都
府
）
に
移
住
、
死
後
に
古
書
商
を
経

て
京
都
大
学
図
書
館
の
貴
重
書
と
な
っ
た
（
注
８
）。
こ
の
源
内
旧
蔵
書
は
今

日
で
は
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
残
念
な
こ
と
に
京
大
本
は
図

12
の
図
版
を
含
む
一
一
図
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
に
裸
婦
が

あ
る
の
で
、
潔
癖
な
定
信
が
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
中
良
ら
が
研
究
し
た
と
き
に
は
存
在
し
た
こ
と
は
、
歌
麿
《
提
灯
》

（
図
13
）
を
見
れ
ば
疑
い
得
な
い
。
こ
の
作
こ
そ
は
、
図
11
の
写
楽
画
《
富

田
兵
太
郎
》
の
構
想
と
共
通
す
る
「
光
は
光
源
か
ら
拡
散
し
つ
つ
直
進
す

る
」
と
い
う
法
則
を
描
い
て
歌
麿
＝
写
楽
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
な

図13 歌麿《婦人相学拾躰　提灯》　
享和二 ― 三年（ 一八〇二 ―
〇三）頃　版元　鶴屋喜右衛門　
ボストン美術館

図12　ライレッセ（Gerard de Lairesse 
1640- 1771）著『Groot Schilderboek
（大絵画本）』（一七〇七年ハー
レムで初版）　第一部二六五頁　
国立国会図書館デジタルコレ
クション
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お
付
言
す
れ
ば
、
西
洋
画
由
来
の
合
理
的
な
空
間
と
人
体
の
美
的
比
例
こ

そ
は
、
歌
麿
と
写
楽
の
共
通
項
で
あ
り
、
ま
っ
さ
き
に
西
洋
人
に
理
解
さ

れ
愛
好
さ
れ
た
第
一
の
要
因
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

〈
写
楽
第
三
期
寛
政
六
年
一
一
月
閏
一
一
月
、 

　

 

第
四
期
寛
政
七
年
一
月
の
展
開
〉

役
者
絵
は
い
つ
、
ど
こ
で
描
く
の
か
。
薄
暗
い
客
席
か
ら
は
無
理
だ
ろ

う
。
衣
裳
や
舞
台
装
置
も
出
来
た
総
稽
古
の
よ
う
な
日
に
、
契
約
し
た
版

元
か
ら
少
数
の
絵
師
が
楽
屋
に
招
待
さ
れ
、
役
者
に
ポ
ー
ズ
し
て
も
ら
っ

て
写
生
す
る
の
で
は
な
い
か
。
歌
麿
は
歌
舞
伎
界
に
著
名
な
の
で
、
蔦

屋
は
歌
麿
と
と
も
に
新
人
写
楽
役
を
演
じ
る
誰
か
を
一
緒
に
派
遣
し
た

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
役
は
多
分
関
西
帰
り
で
顔
が
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
絵
の
心
得
も
あ
り
、
蔦
屋
の
住
み

込
手
代
だ
っ
た
十
返
舎
一
九
が
担
っ
た
と
思
う
。
ほ

か
の
契
約
版
元
の
絵
師
は
勝
川
春
英
と
歌
川
豊
国
だ

っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
が
写
楽
と
同
演
目
を
描
い
て
い

る
の
で
確
実
。
し
か
も
彼
ら
は
発
売
さ
れ
た
写
楽
を

み
て
、
一
九
が
写
楽
で
は
な
く
、
歌
麿
だ
と
気
付
い

て
し
ま
っ
た
。
一
九
も
下
手
で
は
な
い
が
、
写
楽
と

い
う
に
は
ち
ょ
っ
と
弱
々
し
い
。
も
ち
ろ
ん
歌
麿
が

写
楽
で
あ
る
こ
と
を
初
め
か
ら
知
る
ひ
と
は
、
重
三

郎
、
一
九
、
京
伝
、
南
畝
、
栄
松
斎
長
喜
、
式
亭
三

馬
、
富
本
流
長
老
富
本
延
寿
、
四
代
目
松
本
幸
四
郎
、
蔦
屋
の
彫
師
、
摺

師
な
ど
大
勢
い
た
が
、
彼
ら
は
結
束
し
て
い
た
。
豊
国
と
春
英
は
や
や

部
外
者
だ
っ
た
の
で
、
彼
ら
を
仲
間
に
引
き
入
れ
る
べ
く
歌
麿
は
か
な

り
苦
心
し
た
（
注
９
）。
ほ
か
に
も
写
楽
は
歌
麿
と
い
う
噂
は
高
か
っ
た
ら
し

い
。
写
楽
発
売
と
同
時
期
に
、
歌
麿
は
わ
ざ
と
下
手
に
描
い
た
歌
舞
伎
絵

を
、
蔦
屋
で
は
な
い
版
元
か
ら
数
点
発
表
し
て
噂
を
打
ち
消
そ
う
と
懸
命

だ
っ
た
。
親
友
長
喜
は
、
私
が
写
楽
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
写
楽
の
絵
の

つ
い
た
団
扇
を
持
つ
町
娘
の
作
品
を
出
し
て
世
論
攪
乱
を
は
か
っ
た
（
注
10
）。

長
喜
は
鳥
山
石
燕
門
の
兄
弟
子
な
が
ら
、
歌
麿
の
天
才
を
尊
敬
し
て
歌
麿

擁
護
に
奮
闘
し
た
。
し
か
し
そ
の
人
体
デ
ッ
サ
ン
力
が
遠
く
歌
麿
に
及
ば

ず
、
誰
も
長
喜
を
写
楽
と
は
思
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
と
も
か
く

第
三
、
四
期
の
歌
麿
＝
写
楽
は
疲
労
の
蓄
積
と
幕
府
の
監
視
と
い
う
苦
境

図14 写楽　都座《「江戸砂子慶曾我」
の二番目狂言（五大力恋緘）に
おける三代目沢村宗十郎の千
島の家中薩摩源五兵衛　寛政
七年一月　ボストン美術館蔵
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に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
反
復
を
嫌
い
、
背
景
を
描
き
こ
む
新
機
軸
を
試

み
た
。
役
者
の
背
後
に
舞
台
装
置
の
一
部
を
い
れ
て
、
空
間
の
奥
行
を
表

現
す
る
実
験
は
洋
画
的
感
覚
で
あ
る
（
図
14
）。
な
お
写
楽
撤
退
後
す
ぐ

に
歌
麿
は
、
蚊
帳
の
内
と
外
、
薄
物
越
し
の
人
物
な
ど
を
描
き
、
写
楽
第

四
期
の
試
み
と
同
じ
空
間
の
奥
行
表
現
を
追
及
し
て
い
る
こ
と
も
、
歌
麿

＝
写
楽
の
証
明
で
あ
る
。

〈
写
楽
撤
退
後
に
展
開
さ
れ
た
、
南
畝
の
歌
麿
擁
護
の
活
動
〉

寛
政
七
年
正
月
の
都
座
と
桐
座
の
一
部
を
描
い
た
だ
け
で
写
楽
は
撤

退
し
た
。
そ
の
原
因
が
歌
麿
の
極
度
の
疲
労
と
幕
府
の
厳
し
さ
を
増
す

監
視
の
目
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
十
返
舎
一
九
の
黄
表
紙
『
初
登
山
手
習
方

帖
』（
注
11
）
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
大
田
南
畝
の
歌
麿
擁
護
活

動
に
的
を
絞
っ
て
述
べ
よ
う
。

天
明
七
年
に
松
平
定
信
が
老
中
首
座
と
な
っ
て
最
初
に
や
っ
た
粛
清

は
、
田
沼
意
次
の
右
腕
だ
っ
た
勘
定
組
頭
の
土
山
宗
次
郎
の
斬
首
刑
だ
っ

た
。
罪
名
は
公
金
横
領
。
土
山
は
吉
原
の
豪
遊
で
知
ら
れ
、
南
畝
は
土

山
の
支
援
を
受
け
て
い
た
と
噂
さ
れ
た
（
注
12
）。『
南
畝
全
集
』
第
二
〇
巻

年
譜
の
天
明
元
年
と
二
年
に
は
「
天
明
元
年
九
月
十
三
夜
、
土
山
氏
の
酔

月
楼
に
宴
す
」
と
か
「
天
明
二
年
三
月
三
日
、
土
山
邸
曲
水
宴
」
と
か
土

山
の
宴
に
つ
ら
な
っ
た
記
録
が
、
わ
ず
か
八
か
月
弱
の
間
に
、
一
五
回
に

及
ん
で
い
る
（
一
〇
〇
│
一
〇
四
頁
）。
同
時
代
の
ひ
と
び
と
の
目
に
は

両
者
の
関
係
は
歴
然
、
こ
の
次
捕
ま
る
の
は
南
畝
だ
と
周
囲
も
本
人
も
思

っ
た
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
南
畝
は
捕
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
筆
者

は
驚
く
べ
き
影
の
功
績
者
が
い
た
と
想
像
す
る
。
そ
れ
は
拙
著
の
一
ヶ
月

後
に
上
梓
さ
れ
た
磯
崎
康
彦
氏
の
『
谷
文
晁
の
事
績
』
に
「
森
島
中
良
は

官
医
桂
川
甫
周
国
瑞
の
実
弟
で
あ
り
、
寛
政
四
年
定
信
に
禄
仕
し
た
。
定

信
の
小
納
戸
役
と
し
て
仕
え
、
俸
五
〇
を
給
与
さ
れ
た
。
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
禄
仕
を
辞
し
、
桂
川
甫
斎
と
改
称
し
た
。
定
信
に
仕
え
た
の
は
、

五
年
あ
ま
り
で
あ
る
。」（
第
一
章　

八
四
頁
）
と
い
う
記
述
か
ら
考
え
た

こ
と
で
あ
る
。
磯
崎
氏
の
記
述
は
短
い
が
、
確
実
な
資
料
に
基
づ
く
。
中

良
は
少
年
時
代
か
ら
平
賀
源
内
の
愛
弟
子
、
御
典
医
桂
川
家
の
気
楽
な
次

男
坊
で
生
涯
立
派
な
父
の
家
の
部
屋
住
み
だ
っ
た
。
彼
は
源
内
戯
作
の
共

同
執
筆
者
も
務
め
、
竹た
け
つ
え杖

爲の
す
が
る軽

、
森し
ん
ら羅

万ま
ん
ぞ
う象

、
万
象
亭
な
ど
の
戯
号
で
黄

表
紙
、
狂
歌
に
活
躍
、
源
内
の
残
し
た
蘭
書
を
活
用
し
て
『
紅
毛
雑
話
』

を
上
梓
し
た
才
人
で
あ
る
。
小
納
戸
役
と
は
殿
の
世
話
係
ら
し
い
が
、
自

由
人
の
中
良
が
好
ん
で
や
る
と
は
思
え
な
い
。
親
交
の
あ
っ
た
杉
田
玄
白

の
あ
っ
せ
ん
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、
中
良
が
録
仕
し
た
寛
政
四
年
か

ら
黄
表
紙
に
下
っ
て
い
た
絶
版
命
令
が
ぴ
た
り
と
や
み
、
寛
政
四
年
に
は

旗
本
御
家
人
中
の
埋
も
れ
た
人
材
を
発
掘
登
用
す
る
制
度
「
学
問
吟
味
」

が
制
定
さ
れ
、
定
信
は
翌
寛
政
五
年
に
あ
っ
さ
り
身
を
引
い
た
。
背
後
に

文
化
弾
圧
の
愚
行
を
諌
め
る
知
恵
者
杉
田
玄
白
や
森
島
忠
良
ら
の
暗
躍
を

想
像
し
た
く
な
る
成
り
行
き
で
あ
る
。
寛
政
四
年
に
「
学
問
吟
味
」
の
第

一
回
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
内
紛
で
結
果
は
発
表
さ
れ
ず
、
南
畝
が

受
験
し
た
か
ど
う
か
も
不
明
。
寛
政
六
年
二
月
の
第
二
回
吟
味
（
実
質
の

第
一
回
）
に
、
南
畝
は
合
格
し
た
。
し
か
し
南
畝
年
譜
を
み
る
と
、
呼
び
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出
さ
れ
て
強
制
的
に
受
験
さ
せ
ら
れ
た
う
え
、
筆
記
試
験
合
格
後
に
昌
平

黌
の
試
験
官
か
ら
四
度
に
わ
た
る
吟
味
を
受
け
、
最
後
に
は
林
大
学
頭
の

面
談
ま
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
一
三
四
│
一
三
五
頁
）。
南
畝
は

こ
の
と
き
四
六
歳
。
い
く
ら
御
家
人
最
下
級
御お
か
ち徒

の
家
柄
と
は
い
え
、
一

九
歳
で
平
賀
源
内
序
文
付
狂
詩
文
『
寝ね
ぼ
け惚
先
生
文
集
』
を
出
版
し
て
以
来
、

先
生
と
呼
ば
れ
て
い
る
南
畝
で
あ
る
。
自
分
よ
り
実
力
の
な
い
若
い
試
験

官
の
試
験
を
進
ん
で
受
け
る
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
初
期
の
吟
味
受
験
資

格
は
旗
本
、
御
家
人
当
主
お
よ
び
そ
の
子
弟
と
な
っ
て
い
て
、
親
の
世
代

が
受
験
で
き
た
。
つ
ま
り
年
齢
制
限
な
し
で
あ
る
。
の
ち
に
こ
の
規
定
は

子
弟
だ
け
に
改
変
さ
れ
た
（
注
13
）。
中
年
南
畝
を
受
験
さ
せ
る
こ
と
を
想

定
し
た
初
期
の
年
齢
制
限
な
し
の
吟
味
で
、
南
畝
は
寛
政
六
年
四
月
二
二

日
、
甲
種
（
一
番
上
級
の
試
験
）
首
席
合
格
が
確
定
し
た
。
し
か
し
土
山

と
の
親
交
を
問
題
視
す
る
上
層
部
も
い
た
ら
し
く
、
任
官
の
沙
汰
は
二
年

半
も
な
か
っ
た
。
御
徒
に
と
ど
め
置
か
れ
暇
な
二
年
間
に
、
南
畝
は
歌
麿

と
蔦
屋
を
救
う
た
め
、「
浮
世
絵
類
考
」
を
せ
っ
せ
と
書
い
て
い
た
ら
し
い
。

南
畝
が
管
理
職
の
支
配
勘
定
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
合
格
二
年
半
後
の
寛

政
八
年
一
一
月
だ
っ
た
。
こ
れ
で
南
畝
先
生
の
命
は
安
泰
と
、
中
良
は
寛

政
九
年
に
定
信
ヘ
の
禄
仕
を
辞
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
、
歴
史
の
浅
い
浮
世
絵
に
学
術
的
歴
史
書
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

南
畝
は
こ
こ
に
着
目
、
著
者
名
を
隠
蔽
し
つ
つ
浮
世
絵
の
学
術
的
歴
史
書

を
執
筆
、
歌
麿
と
写
楽
を
実
在
の
別
人
と
し
て
記
載
し
、
著
名
人
に
写
本

や
補
記
を
さ
せ
て
箔
を
つ
け
、
権
威
づ
け
て
幕
府
の
歌
麿
追
及
を
阻
止
し

よ
う
と
は
か
っ
た
。
南
畝
が
蔦
屋
と
親
密
な
こ
と
は
当
時
知
ら
れ
て
い
た

の
で
、
な
ん
と
し
て
も
自
分
が
原
著
者
で
あ
る
こ
と
は
、
隠
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
戦
略
は
大
成
功
だ
っ
た
。
著
名
人
が
係
わ
る
学
術
書
に

阻
ま
れ
、
つ
い
に
幕
府
は
歌
麿
と
蔦
屋
を
写
楽
問
題
で
は
訴
追
で
き
ず
、

悔
し
紛
れ
に
歌
麿
が
太
閤
記
を
書
い
た
と
い
う
別
件
で
捕
縛
、
五
〇
日
手

錠
の
刑
に
処
し
た
。
徳
川
を
か
い
て
は
ダ
メ
と
い
う
お
触
れ
を
急
遽
豊
臣

も
ダ
メ
と
読
み
替
え
て
の
捕
縛
だ
っ
た
。
歌
麿
は
二
年
後
の
文
化
五
年
に

推
定
五
〇
歳
（
注
14
）
で
亡
く
な
っ
た
。
重
三
郎
も
歌
麿
よ
り
先
に
亡
く
な

っ
て
い
た
が
、
後
継
者
に
よ
り
蔦
屋
は
存
続
し
、
写
楽
を
継
続
販
売
し
て

い
た
の
で
、
こ
れ
を
守
る
た
め
南
畝
は
職
務
の
傍
ら
生
涯
に
わ
た
り
こ
の

「
浮
世
絵
類
考
」
の
原
著
者
の
隠
蔽
と
有
名
人
に
よ
る
補
記
と
写
本
に
精

力
を
傾
け
た
。
識
語
を
書
い
た
杏
花
園
や
蜀
山
人
の
名
が
数
多
い
南
畝
の

号
の
一
つ
と
認
識
さ
れ
た
の
は
明
治
以
降
で
あ
る
。
こ
の
努
力
は
成
功
し

す
ぎ
て
江
戸
時
代
は
お
ろ
か
昭
和
一
〇
年
代
ま
で
「
浮
世
絵
類
考
」
は
笹

屋
新
七
と
い
う
実
在
の
証
明
さ
れ
な
い
人
物
の
編
集
か
と
思
わ
れ
て
き
た
。

こ
の
誤
解
は
、
仲
田
勝
之
助
編
校
『
浮
世
絵
類
考
』（
岩
波
書
店　

一
九
四

一
）
に
よ
り
よ
う
や
く
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
元
来
、
浮
世
繪
類
考
は
笹
屋
新
七
邦
教
の
編
せ
る
所
と
考
へ
ら
れ
、

久
し
く
左
様
に
思
は
れ
て
來
た
が
、
近
來
の
研
究
で
は
、
類
考
は

寛
政
二
年
頃
大
田
蜀
山
人
之
を
撰
し
邦
教
は
寛
政
十
二
年
に
附
録

始
系
を
作
っ
た
。
こ
れ
そ
の
原
撰
に
し
て
、
享
和
二
年
山
東
京
伝

追
考
を
附
し
、
文
政
元
年
よ
り
四
年
頃
ま
で
に
式
亭
三
馬
補
記
を

加
へ
、
次
第
に
増
補
せ
ら
れ
た
る
を
、
天
保
四
年
無
名
翁
、
即
ち
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溪
齋
英
泉
以
上
の
三
書
集
め
て
一
部
と
な
し
、
さ
ら
に
そ
の
考
を

加
へ
無
名
翁
随
筆
と
稱
し
面
目
を
一
新
し
た
。
そ
の
後
弘
化
元
年

に
齋
藤
月
岑
こ
れ
に
補
記
を
加
へ
て
増
補
浮
世
絵
類
考
と
改
題

す
。」（
同
書
「
は
し
が
き
」）

仲
田
の
文
は
「
浮
世
絵
類
考
」
の
流
転
の
歴
史
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る

が
、
誤
り
も
あ
る
。
そ
の
後
の
研
究
も
参
照
し
ま
と
め
る
と
、
南
畝
は
寛

政
七
年
、
写
楽
が
撤
退
し
て
か
ら
す
ぐ
類
考
第
一
部
「
本
文
」
を
書
き
始

め
、
こ
れ
を
寛
政
一
二
年
以
前
に
完
成
、
第
二
部
「
始
系
（
浮
世
絵
画
派

の
詳
細
な
系
図
）」
を
笹
屋
新
七
邦
教
（
実
在
不
明
。
筆
者
は
南
畝
の
別
名

と
推
定
す
る
）
が
寛
政
一
二
年
五
月
に
完
成
、
第
三
部
「
追
考
」
を
山
東

京
伝
が
享
和
二
年
一
〇
月
に
完
成
さ
せ
た
。
同
年
、
南
畝
は
蜀
山
人
の
名

で
こ
の
三
部
を
ま
と
め
て
「
浮
世
絵
類
考
」
と
命
名
す
る
。
し
た
が
っ
て

稿
本
「
浮
世
絵
類
考
」
は
本
文
・
始
系
・
追
考
の
三
部
作
か
ら
な
り
、
完

成
は
享
和
二
年
一
〇
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
原
本
は
今
日
実
在
す

る
か
ど
う
か
不
明
な
が
ら
、
仲
田
勝
之
助
が
底
本
と
し
て
用
い
た
「
Ｔ
氏

所
蔵
の
享
和
三
年
頃
に
成
っ
た
佳
本
」
は
戦
後
の
研
究
者
が
使
っ
て
い
る

神
宮
寺
本
よ
り
は
る
か
に
古
く
、
原
本
に
近
い
。
あ
る
い
は
原
本
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
稿
本
と
思
う
の
で
、
こ
こ
に
歌
麿
と
写
楽
の
項
を
仲
田
の

『
浮
世
絵
類
考
』
か
ら
引
用
し
よ
う
。

•
喜
多
川
歌
麿　

神
田
辨
慶
橋
久
右
衛
門
町　

俗
名
勇
助　

名

人　

は
じ
め
は
鳥
山
石
燕
門
人
に
て
狩
野
家
の
繪
を
学
ぶ
、
後

男
女
の
風
俗
を
畫
て
繪
草
紙
問
屋
蔦
屋
重
三
郎
方
ニ
寓
居
す
、

錦
繪
多
し
。
今
辨
慶
橋
に
住
居
す
。
千
代
男
女
風
俗
繪
種
々
工

夫
し
て
當
時
双
ぶ
方
な
し
、
名
人
。

•
冩
樂
齋　

こ
れ
は
哥
舞
妓
役
者
の
似
顔
を
う
つ
せ
し
が
、
あ

ま
り
に
眞
を
畫
か
ん
と
し
て
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
か
き
な
せ
し
故
、

長
く
世
に
行
は
れ
ず
一
两
年
に
而
止
ム
。

ま
ず
歌
麿
に
つ
い
て
。
歌
麿
は
安
永
年
間
の
一
〇
代
後
半
か
ら
二
〇
代

前
半
に
か
け
て
、
少
な
く
と
も
五
年
間
く
ら
い
北
川
豊
章
と
名
乗
っ
て
、

主
と
し
て
歌
舞
伎
絵
と
黄
表
紙
挿
絵
で
生
活
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。

南
畝
は
そ
れ
を
熟
知
し
て
い
る
の
に
記
述
し
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
し
よ

う
。つ

ぎ
に
写
楽
に
つ
い
て
。
ま
ず
、「
冩
樂
齋
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し

よ
う
。
ま
た
、
写
楽
は
不
人
気
で
消
え
た
か
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
文

が
続
く
が
、
こ
れ
は
事
実
に
反
す
る
。
今
日
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
、
世
界

に
写
楽
残
存
数
は
か
な
り
多
く
、
大
人
気
で
再
販
が
続
い
た
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
れ
は
写
楽
を
目
立
た
せ
ま
い
と
す
る
、
南
畝
苦
心
の
作
文
で
あ

ろ
う
。
こ
の
文
は
欧
文
に
翻
訳
さ
れ
た
場
合
、
日
本
語
以
上
に
冷
淡
な

低
評
価
の
印
象
を
与
え
る
ら
し
く
、
世
界
で
は
じ
め
て
写
楽
の
研
究
書

『SH
AR

AK
U

』（
一
九
一
〇　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
を
書
い
た
ド
イ
ツ
人
ユ
リ

ウ
ス
・
ク
ル
ト
は
、「
写
楽
は
日
本
人
に
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
悲
劇
の
芸

術
家
で
あ
る
」
と
記
述
し
て
い
る
。

と
も
か
く
、
享
和
二
年
に
「
類
考
」
を
完
成
さ
せ
た
南
畝
は
長
命
で
、
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文
政
六
年
に
七
五
歳
で
没
す
る
ま
で
二
〇
年
間
こ
の
稿
本
を
厳
し
く
管
理

し
た
。
追
考
を
依
頼
し
た
京
伝
は
別
と
し
て
、
写
本
を
許
し
た
の
は
親

友
の
近
藤
重
蔵
（
正
斎
）
と
加
藤
曳
尾
庵
の
ふ
た
り
だ
け
。
ま
た
南
畝
は

亡
く
な
る
数
年
前
に
、
最
初
か
ら
の
盟
友
式
亭
三
馬
に
補
記
を
依
頼
し
た
。

三
馬
は
こ
れ
に
応
じ
て
「
三
馬
按
ず
る
に
」
の
書
き
出
し
で
知
ら
れ
る
按

記
を
文
政
元
年
に
完
成
さ
せ
、
享
和
二
年
以
降
の
空
白
を
埋
め
て「
類
考
」

の
学
術
価
値
を
高
め
た
。
三
馬
は
写
楽
斎
の
項
に
「
三
馬
按
、
冩
樂
號
東

周
齋
、
江
戸
八
町
堀
に
住
す
、
は
つ
か
半
年
餘
行
は
る
ゝ
而
巳
」
と
補
記
、

歌
麿
に
は
な
に
も
加
え
な
か
っ
た
。

一
方
南
畝
も
文
化
人
人
名
録
「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
を
編
集
し
、

そ
こ
に
歌
麿
と
は
別
人
と
し
て
「
冩
樂
齊
」
を
小
さ
く
記
入
し
た
（
図
15
）。

今
日
こ
の
稿
本
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
お
り
、

デ
ー
タ
で
は
書
の
編
者
を
瀬
川
富
三
郎
、
完
成
年
を
三
馬
按
記
完
成
と
同

じ
文
政
元
年
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
奥
書
「
此
書
歌
舞
伎
役
者
瀬
川
富
三

郎
所
著
也
し
（
こ
の
書
は
歌
舞
伎
役
者
瀬
川
富
三
郎
が
著
し
た
も
の
で
あ

る
）」「
文
政
元
年
七
月
五
日
竹
本
氏
写
来
／
七
十
翁
蜀
山
人
（
文
政
元
年

七
月
五
日
に
竹
本
氏
が
写
し
て
七
十
歳
の
老
人
で
あ
る
蜀
山
人
の
と
こ
ろ

へ
届
け
に
来
た
）」
と
い
う
記
載
を
素
直
に
信
じ
た
表
記
で
あ
る
。
瀬
川

富
三
郎
（
三
代
）
は
、
中
野
三
敏
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
寛
政
一
一
年
に

関
西
か
ら
江
戸
に
下
っ
た
役
者
で
文
化
一
一
年
に
三
代
富
三
郎
と
な
り
、

桃
花
亭
路
蝶
と
い
う
狂
歌
師
で
も
あ
る
。
し
か
し
江
戸
在
住
二
〇
年
弱
の

多
忙
な
役
者
が
千
人
を
超
え
る
江
戸
文
化
人
情
報
を
把
握
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
こ
の
文
化
人
項
目
は
「
学
者
、
詩
人
、
画
家
、
書
家
、
本
歌

図15 「諸家人名江戸方角分」の専門を記号化した頁と町名を記した頁（右上）、太字通称・細字号・
太字本名と細字の住所という基本表記のなかで、通称も本名もなく細字で故人印と浮世画
印および号と住所のみがある冩樂齊の頁（右下）専門の印が九個もついた大田南畝と三個
ついた長男定吉の表記拡大、画家印故人の歌麿の表記拡大、浮世画印故人の写楽斎の拡大　　
すべて南畝の筆跡とおもわれるが、誤魔化すためわざと自分の大田を太田と誤記して他人
の写本にみせかけている。
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師
、
連
歌
師
、
俳
諧
師
、
狂
歌
師
、
戯
作
者
、
浮
世
画
、
篆
刻
家
」
の
一

一
種
で
あ
っ
て
歌
舞
伎
役
者
は
そ
も
そ
も
分
類
に
も
入
っ
て
い
な
い
。
富

三
郎
は
狂
歌
師
だ
と
い
う
が
、
狂
歌
師
と
し
て
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

専
門
を
記
号
表
記
に
す
る
と
か
、
居
住
町
内
別
記
述
な
ど
前
例
の
な
い
独

創
的
構
成
で
あ
る
う
え
に
、
既
刊
人
名
録
に
な
い
狂
歌
師
名
を
三
九
四
名

も
収
録
（
中
野
氏
調
査
に
よ
る
）
し
て
い
る
。
世
間
的
に
は
無
名
の
長
男

定
吉
を
学
者
詩
人
書
家
と
し
て
自
分
の
横
に
収
録
す
る
な
ど
、
南
畝
し
か

書
き
得
な
い
情
報
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る（
図
15
）。
そ
れ
に
南

畝
の
研
究
者
で
あ
る
中
野
氏
み
ず
か
ら
地
名
目
次
と
奥
書
は
南
畝
の
筆
跡

と
認
め
て
お
ら
れ
る
。
南
畝
の
書
体
は
草
書
や
行
書
で
は
行
が
必
ず
左
に

流
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
今
日
で
は
ネ
ッ
ト
で
「
一
話
一
言
」「
蜀
山

人
自
筆
狂
歌
」
な
ど
の
楷
書
筆
跡
も
検
証
で
き
る
。
筆
者
は
南
畝
楷
書
筆

跡
を
熟
覧
の
結
果
、「
諸
家
人
名
江
戸
方
角
分
」
は
終
始
一
貫
南
畝
の
自

筆
稿
本
で
あ
り
、
他
者
の
書
込
み
は
な
い
と
確
信
し
た
。
南
畝
は
こ
の
人

名
録
に
、
通
称
も
本
名
も
な
い
「
写
楽
斎
」
を
故
人
印
ヿ
を
つ
け
て
、
小

さ
く
幽
霊
の
よ
う
に
地
蔵
橋
（
神
田
）
に
い
た
か
の
よ
う
に
記
載
し
た
。

こ
れ
は
三
馬
按
記
の
八
丁
堀
（
神
田
）
と
呼
応
さ
せ
て
あ
る
。
歌
麿
は
伝

馬
町
に
故
人
印
つ
き
で
書
か
れ
て
お
り
、
歌
麿
と
写
楽
を
別
人
と
世
間
に

信
じ
こ
ま
せ
よ
う
と
し
た
意
図
は
明
ら
か
。
し
か
も
絵
の
署
名
は
東
洲
斎

写
楽
と
知
り
な
が
ら
、「
写
楽
斎
」
と
し
た
の
は
、
幕
府
の
お
触
れ
な
ど

「
し
ゃ
ら
く
せ
ー
」
の
心
意
気
を
ど
こ
か
に
残
し
て
お
き
た
か
っ
た
狂
歌

師
南
畝
の
気
持
が
滲
ん
で
い
る
。

〈
写
楽
は
阿
波
候
の
能
役
者
斉
藤
十
郎
兵
衛
説
の
破
綻
〉

南
畝
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
に
七
五
歳
で
没
し
た
。
そ
の
後
の
稿

本
「
浮
世
絵
類
考
」
の
原
本
は
蔦
屋
が
管
理
し
た
の
で
は
、
と
筆
者
は
想

像
す
る
。
南
畝
没
後
の
写
本
と
し
て
は
ま
ず
、
渓
斎
英
泉
（
无
名
翁
）
の

「
无
名
翁
随
筆
」
が
注
目
さ
れ
る
。
英
泉
は
歌
麿
が
け
し
て
役
者
絵
を
描

か
な
か
っ
た
と
過
激
な
口
調
で
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
蔦
屋
に
依
頼
さ

れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
歌
麿
の
豊
章
時
代
を
英
泉
や
蔦
屋
の
後
継
者
が

知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
次
に
注
目
さ
れ
る
斉
藤
月
岑
写
本
「
増
補
浮
世

絵
類
考
」
は
、
写
楽
が
消
え
て
か
ら
約
半
世
紀
後
の
弘
化
元
年
（
一
八
四

四
）
に
完
成
し
た
写
本
で
、
書
写
中
、
天
保
の
改
革
で
出
版
界
は
大
弾
圧

を
受
け
て
い
た
。
写
楽
の
項
の
上
の
書
込
み
「
俗
称
斉
藤
十
郎
兵
衛
。
阿

波
候
の
能
役
者
也
」
も
、
天
保
の
改
革
で
蔦
屋
に
弾
圧
が
及
ば
な
い
よ
う
、

書
き
こ
ん
だ
工
夫
と
思
わ
れ
る
。
能
役
者
は
下
級
と
は
い
え
武
士
階
級
で

あ
り
、
武
士
と
な
れ
ば
弾
圧
が
目
こ
ぼ
し
さ
れ
る
こ
と
は
寛
政
の
改
革
で

証
明
済
み
。
中
野
氏
は
『
江
戸
名
所
図
会
』
や
『
武
江
年
表
』
の
著
者
月
岑

に
全
幅
の
信
頼
を
置
き
、
文
献
調
査
力
を
駆
使
し
て
能
役
者
斉
藤
十
郎
兵

衛
が
神
田
八
丁
堀
地
蔵
橋
に
実
在
し
た
こ
と
を
つ
き
と
め
ら
れ
た
。
し
か

し
月
岑
の
本
業
は
神
田
の
世
襲
名
主
な
の
だ
か
ら
、
住
民
録
の
中
か
ら
何

の
伝
記
も
な
く
そ
れ
ら
し
い
写
楽
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
は

ず
。
ま
た
、
郷
土
愛
に
燃
え
る
徳
島
の
「
写
楽
の
会
」
が
十
郎
兵
衛
の
菩

提
寺
を
つ
き
と
め
、
そ
の
過
去
帳
に
没
年
が
「
辰
三
月
七
日
」
と
あ
る
の

を
発
見
し
た
（
注
15
）。
辰
は
庚
辰
＝
文
政
三
年
を
あ
ら
わ
す
。「
諸
家
人
名



106

江
戸
方
角
分
」
の
成
立
は
文
政
元
年
で
あ
り
、
地
蔵
橋
の
写
楽
斎
に
は
故

人
の
ヿ
印
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
写
楽
斎
は
文
政
元
年
以
前
に
死
ん
で
い

る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
十
郎
兵
衛
は
文
政
三
年
に
没
し
て
い
る
の
だ

か
ら
写
楽
斎
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
に
写
楽
能
役
者
説
が
完
全
に
破
綻

し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

歌
麿
＝
写
楽
は
、
か
つ
て
な
い
大
胆
不
敵
な
新
様
式
と
内
容
で
大
人
気

を
博
し
た
が
ゆ
え
に
弾
圧
を
受
け
、
分
身
写
楽
は
隠
蔽
さ
れ
た
。
し
か
し

江
戸
時
代
は
も
う
遠
い
。
今
は
真
実
を
歴
史
の
闇
か
ら
救
い
出
し
、
そ
の

偉
大
を
称
賛
す
る
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
世
代
も
専
門
も
違
う
筆
者
を
、「
最
終
講
義
に
代
え
て
の
小

講
演
集
」
の
仲
間
に
招
い
て
く
だ
さ
っ
た
大
原
ま
ゆ
み
先
生
の
、
学
問
的

視
野
の
広
さ
と
包
容
力
に
深
甚
の
尊
敬
と
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
。

〈
注
〉

１　

小
林
ふ
み
子
著
『
大
田
南
畝　

江
戸
に
狂
歌
の
花
咲
か
す
』（
岩
波
書

店　

二
〇
一
四
年
）　

第
二
章　
〈
参
加
型
の
仕
組
み
造
り
〉（
九
〇
│
九

三
頁
）
を
参
照
し
た
。

２　

蔦
屋
重
三
郎
と
歌
麿
の
出
自
に
就
い
て
は
拙
著
『
歌
麿
の
生
涯
―

写
楽
を
秘
め
て
―
』（
展
望
社　

二
〇
一
九
年
）第
二
章　

第
九
節「
蔦

屋
重
三
郎
と
歌
麿
は
と
も
に
吉
原
生
れ
で
義
理
の
兄
弟
と
み
な
す
向
井

信
夫
説
に
つ
い
て
」（
六
六
│
六
七
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３　
『
吉
原
細
見
』
は
吉
原
で
遊
ぶ
た
め
の
案
内
書
。
吉
原
の
地
図
、
店
の

名
前
、
遊
女
の
名
前
や
格
や
揚
げ
代
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。
重
三
郎
の

発
行
し
た
『
吉
原
細
見
』
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
朝
日

新
聞
社
主
催
「
歌
麿
・
写
楽
の
仕
掛
け
人　

そ
の
名
は
蔦
屋
重
三
郎
」

展
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
三
日
―
一
二
月
一
九
日
）
の
図
録
の
第
二
章

に
掲
載
さ
れ
た
図
版
を
参
照
し
た
。

４　

磯
崎
康
彦
『
松
平
定
信
の
生
涯
と
芸
術
』（
ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
一
〇

年
）
お
よ
び
磯
崎
康
彦
『
谷
文
晁
の
事
績
』（
玲
風
書
房　

二
〇
一
九
年
）

を
参
照
し
た
。

５　

歌
麿
の
絵
本
番
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
し
た
。

　

・
永
田
慈
生
「
北
川
豊
章
の
絵
本
番
附
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
四
四
号　

一

九
七
五
年
発
行
四
二
│
四
六
頁
）

　

・
杉
本
隆
一
「
喜
多
川
歌
麿
の
絵
本
番
附
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
七
七
号　

一
九
八
三
年
発
行　

三
│
五
頁
）　

　

・
太
田
記
念
美
術
館
『
没
後
一
九
〇
周
年
歌
麿
芸
術
の
再
発
見
』
展
図

録
（
一
九
九
五
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
北
川
豊
章
時
代
の
絵
本
番
附
『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
全
図
版
（
三
四
│
三
八
頁
）　

６　

近
松
門
左
衛
門
が
『
曽
根
崎
心
中
』
を
元
禄
一
五
（
一
七
三
〇
）
に
発

表
し
て
以
来
心
中
物
は
大
流
行
。
近
松
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の

『
心
中
宵
庚
』
に
至
る
ま
で
二
〇
点
以
上
の
心
中
物
を
書
き
つ
づ
け
た
。

実
際
の
心
中
事
件
も
多
か
っ
た
ら
し
い
。
幕
府
は
享
保
八
年
、
心
中
を

犯
罪
と
み
な
し
、
葬
式
不
可
、
生
き
残
り
は
非
人
階
級
に
落
と
す
、
心

中
関
係
の
出
版
、
上
演
禁
止
な
ど
の
お
触
れ
を
だ
す
。
心
中
の
本
質
は

自
由
恋
愛
の
賛
美
。
階
級
内
の
適
切
な
家
同
士
の
結
婚
と
い
う
封
建
制

度
を
根
底
か
ら
く
ず
す
危
険
な
要
素
を
心
中
は
秘
め
て
い
る
ゆ
え
に
危

険
視
さ
れ
た
。
写
楽
撤
退
後
の
歌
麿
は
幕
府
の
禁
令
を
も
の
と
も
せ
ず
、

数
多
く
の
心
中
物
主
人
公
を
描
い
て
い
て
興
味
深
い
。

７  
拙
著
『
歌
麿
の
生
涯
―
写
楽
を
秘
め
て
―
』
の
第
三
章　

歌
麿
の
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絵
画
修
業
の
は
じ
ま
り
の
特
に
八
二
―
九
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

８  
こ
の
件
に
関
し
て
は
季
刊
美
術
雑
誌
『
聚
美
』
第
三
四
号
（
二
〇
二
〇

年
一
月
刊
）『
歌
麿
の
生
涯
―
写
楽
を
秘
め
て
―
』　

の
訂
正
と
補

遺
―
〈
平
賀
源
内
入
手
の
ラ
イ
レ
ッ
セ
著
『
大
絵
画
本
』
は
京
大
図
書

館
の
貴
重
書
に
な
っ
て
い
た
！
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

９  

歌
麿
が
写
楽
で
あ
る
こ
と
を
、
豊
国
と
春
英
は
か
な
り
早
く
か
ら
気

付
い
た
と
思
わ
れ
る
。
歌
麿
は
ふ
た
り
を
仲
間
に
引
き
入
れ
る
た
め
に
、

共
作
を
も
ち
か
け
懐
柔
策
に
出
た
。
春
英
と
は
《
扇
屋
花
扇
と
雷
電
》
を
、

豊
国
と
は
肉
筆
扇
面
《
老
人
図
》
を
合
作
し
た
。
豊
国
と
春
英
を
含
む

六
人
の
絵
師
の
合
作
《
唄
物
尽
し
図
》
も
気
づ
い
た
絵
師
た
ち
を
仲
間

に
と
り
こ
む
工
夫
だ
っ
た
の
で
は
と
、
推
測
さ
れ
る
。
拙
著
三
二
七
│

三
三
一
、
三
四
五
│
三
四
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

10 

長
喜
の
写
楽
風
作
品
に
つ
い
て
は
、
拙
著
第
九
章
「
歌
麿
口
上
―

長
喜
の
攪
乱
戦
術
を
語
る
（
二
八
六
│
二
八
九
頁
）」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

11 

式
亭
三
馬
や
大
田
南
畝
が
、
歌
麿
と
写
楽
は
別
人
と
主
張
す
る
資
料

を
作
っ
て
歌
麿
を
守
る
の
は
当
面
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
あ
の
素
晴
ら

し
い
写
楽
を
描
い
た
の
が
歌
麿
で
あ
る
こ
と
が
、
未
来
永
劫
に
隠
さ
れ

て
し
ま
う
の
は
残
念
だ
と
い
う
気
持
か
ら
、
十
返
舎
一
九
は
、
黄
表
紙

『
初
登
山
手
習
方
帖
』
を
書
い
た
。
詳
し
く
は
拙
著
三
六
三
│
三
七
八
頁

を
参
照
さ
れ
た
い
。

12 

『
日
本
古
典
文
学
全
集　

黄
表
紙
川
柳
狂
歌
』
小
学
館　

一
九
七
一
年　
　

水
野
稔　

狂
歌
解
説
「
天
明
狂
歌
の
終
焉
」(

四
九
三
頁
）／
小
林
ふ
み

子
著
『
大
田
南
畝　

江
戸
に
狂
歌
の
花
咲
か
す
』（
岩
波
書
店　

二
〇
一

四
年
）
終
章
「
文
芸
界
の
大
御
所
〈
蜀
山
人
〉
と
し
て
」
の
第
一
節
│

寛
政
の
改
革
と
狂
歌
師
「
役
」
の
喪
失
（
二
〇
〇
│
二
二
三
頁
）
を
参
照

し
た
。

13 

国
立
教
育
研
究
所
・「
橋
本
明
彦
「
江
戸
幕
府
学
問
吟
味
受
験
者
の
学

習
歴
―
天
保
改
革
期
以
降
を
中
心
と
し
て
―
」（
昭
和
六
三
年
度
文

部
相
科
学
研
究
費
・
奨
励
研
究
Ａ
）
を
参
照
し
た
。

14 

歌
麿
の
生
年
は
知
ら
れ
て
な
い
。
従
来
推
定
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
説
で
は
一
枚
絵
師
と
し

て
の
登
場
が
二
三
才
と
な
り
、
遅
過
ぎ
る
。
近
年
、
小
林
忠
氏
浅
野
秀

剛
氏
は
こ
れ
を
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
頃
に
繰
り
下
げ
る
こ
と
を
提

唱
さ
れ
た
。
筆
者
も
そ
の
方
が
適
切
と
思
う
の
で
、
本
稿
は
宝
暦
七
年

誕
生
説
に
従
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
拙
著
五
四
│
五
五
頁
を
参
照
さ
れ

た
い
。

15 

こ
の
件
に
関
し
て
も
、
註
８
に
あ
げ
た
雑
誌『
聚
美
』第
三
四
号
の（
五

〇
│
六
四
頁
）
に
詳
述
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。


